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金　井 相　川 
相川桜まつり 金井新保まつり 

　4月15日（金）、新保まつりが金井新保の新保八幡宮を
会場に行なわれました。 
　地区内の鬼太鼓４組が一堂に会し、勇壮な舞を披露す
る姿は、見ごたえがあり、大勢の観客を魅了しました。 

　４月１６日（土）１７（日）、佐渡金山第３駐車場で今回初 
めての桜まつりが開催されました。残念ながら「満開の桜
の下で」とはならず少 も々のたりなさはありましたが、天候
にはめぐまれた２日間でした。イカ汁、甘酒などの無料サー
ビスに加え、文弥人形や能など様々な佐渡の芸能も披露
され観光客も喜んでいました。 

　佐渡の鬼太鼓に魅了されたアメリカの和太鼓演奏

家ティファニーさんを紹介します。 

○ 自己紹介をお願いします。 

　私の名前は、溜渕ティファニー（３８歳）です。カリフォ
ルニア州サクラメントで生まれ育った日系４世です。
1986 年に見た鼓童のアメリカ公演がきっかけで、1989 
年に「サクラメント太鼓団」という独自の和太鼓グループ
を設立しました。現在はその団体の生徒指導や世界各
国の公演やワークショップを行うなど、和太鼓の演奏家
として活動しています。 
○ 佐渡で鬼太鼓を始めたきっかけはなんですか。 

　私は小木の「鼓童」の友人から「春日鬼組」を紹介さ
れ、そこで舞や裏太鼓を教えていただいたのがきっかけ
で鬼太鼓を始めました。そして、昨年は新鬼として春日
祭りで舞うことができ、今年も稽古と祭りに参加すること
ができました。 
○ 佐渡に来ての印象を教えてください。 

　佐渡はたいへん美しい島で、海や山がすぐそばにあり、
自然をたくさん感じ取ることができます。また長い歴史を
持った芸能文化をたくさん持っていて、本当に魅力的
なところです。私の出会った佐渡の人 も々人情味のあ
るたいへん親切な方ばかりで、佐渡を心の底から好きに
なることができました。 

○ 今後の夢や目標は。 

　18年間プロの和太鼓演奏家として
活動し、ときには日本の公演ツアーにも
積極的に参加してきました。私は和太鼓の可能性を追
求し、私自身の芸術を作り上げることを目標としています。
また、私が春日で経験したすばらしい佐渡の祭りや鬼太
鼓をアメリカの人々に広く紹介していきたいと思います。 
　この2週間、すばらしい環境を私に与えてくれた「春日
鬼組」の皆さんに心からお礼申し上げます。 
 

―広がる交流の輪「春日鬼組」― 
　鬼太鼓を通じたティファニーさんと「春日鬼組」の交流
はさらに大きな広がりを見せようとしています。今年実
施される「２００５　北米太鼓会議」（ティファニーさんが
役員）には春日鬼組のメンバーが招待され、公演を行う
ことが決定しています。
まさに、地域の草の根
交流が大きく海を越え
て国際交流に発展し
ていくものであり、この
交流の輪がさらに広
がることを期待したい
と思います。 

両　津 
安全運転でお願いします！！ 

　4月6日（水）～15日（金）の春の全国交通安全運動期間に合わせて、4月6日（水）加茂
歌代の国道350号線沿いで「春の交通安全運動」が行われました。当日は、両津吉井小
学校の新1年生７名が交通指導員及び交通安全母の会の方達と一緒に「安全運転でお
願いします。」と元気いっぱいに呼びかけ、チラシや「注意んガム」と書かれたガム等が入
った啓発用品を配布しました。 
　交通事故は、加害者被害者のどちらになっても
一生を棒にふる場合があります。ドライバーも歩行
者もルールとマナーを守り相手を思いやる気持ちを
もって事故防止に心がけていただきたいと思います。 

新　穂 
新穂トキッ子指導員 

　４月１３日（水）、ピンクの羽を身にまとい朱鷺に扮した新穂トキっ子保育園の５
歳児３１名が市役所新穂支所前で交通安全の街頭指導をおこないました。園
児たちは佐渡東警察署や佐渡東部交通安全協会新穂支部のおじちゃん、お
ばちゃん、そしてとてもビッグな朱鷺の着ぐるみのトキちゃんと一緒に園児手作り

の交通安全メッセージを添え
て交通安全啓発物資を通
過するドライバーに手渡し、交通事故の無い明るい社会を呼びかけました。 
　この日は冷たい風が吹き、ちょっと寒かったにもかかわらず園児たちは
元気いっぱい。ドライバーも思わずニッコリ、「わかりました、ありがとう。」
と微笑を返していました。 

小　木 
自転車教室開催 

　交通安全の知識を普及し、交通安全意識の高揚を図り、正しい交通
ルールを実践から学び、交通事故防止に努めることを目的に、小木中学
校で４月25日に自転車教室が開催されました。 
　佐渡西警察署小木駐在所の山崎所長から、交通安全についての講
話の後、実技経験のある2・3年生はビデオ指導を受け、自転車の正しい
乗り方について学びました。 
　1年生30名は、グラウンドに信号機を設置した模擬道路で、小野巡査と交通安全協会
小木支会の方から、自転車の点検の仕方や道路での安全確認について、一人ひとりに
丁寧に指導されていました。少し照れくさそうに指導を受ける生徒達でしたが、交通ルー
ルを理解し実践することが、自分自身を守る一番の方法だと理解できた様子でした。 
 


